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　キルステン・バイスヴェンガーさんは、私よりも一年早く獨協大学に着任し











































　ヘルダーリンの詩「別れ ( 第 2 稿）」は、恋人同士が現世での別れを嘆くが、
忘却の川レーテの水を飲んだにもかかわらず、二人が来世で再会するさまを
歌っている。最終節：
　　　　　　Staunend sehʼ ich dich an, Stimmen und süßen Sang,
　　　　　　　Wie aus voriger Zeit hörʼ ich und Saitenspiel,
　　　　　　　　Und die Lilie duftet
　　　　　　　　　Golden über dem Bach uns auf.
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　　　　　　驚いて私はそなたを見る　声を　甘い歌を
　　　　　　　弦の響きを　時の彼方からのように聞く
　　　　　　　　そして百合が香る
　　　　　　　　　黄金に　川をこえて　私たちのところへ
　音楽で結ばれたキルステンと小林先生が再会し、ふたりで一緒に幸せでいる
ことを願うばかりである。
